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ア ジ ツ ず 増設化鉱 波 ジ錬 ノ 7ノd、、

Jレ’ 得銅石力[I 備製山 佐 プ 所 銀 ノ、
ごE ，、、． 鈴英 セ ヲ 錬及見新 ノ ア 七、 、
少 キ 亜 ヨ ジ ナ ー 筑鍍 ーー 稿 9 一
量 モ 鈴 よ‘ -e 附後 山製見 ーー

ーー ノ 等成 J、、 リ ジ鉱； ナ 錬 ノレ γ 
、 、

ジ ナ ヲ ~ 差万： 山 リ 所 ，、、 プ、
プ リ 合多 モ ジ ケ 一一 業． ヲ 2t- 戸pf
、

手リ 叉一寸 有少 ノ 鍍野 在他建 4:: 化

用 ーー ス ノ ナ 石金ァ 仁設 ノ 製

ツ ;v研t v ／、 山 ノ、 田 ジ ア 錬

ケ :::I ィι .＞、 多 ーー 多卒 タ ;i〆 残

ナ JV ト 僅tナ ク 在 ク 金 JV 
j中宰 ; 

ク し及一 －ア ヲ リ J・ プ 都； 山 主 至
一寸

泥及ナ白 工主 JV 随 之ノ、 一ー’
ヨ1 金 ノf 毛 イ宇 ヲ 鍍 ヲ 筑 JV ジ ノ、
、
一寸 JV ;ft：ス
イ 細石作後鍍： .＞、 情

リ 量 JV 末 ヲ ヲ 鉱 山 近 百

チ． LーノF、 甚 司と ト 悉之 山 ノ、 ク 7.c，・ド・I 
ー寸

升二L 金5 タ プ ナ ク ヲ 等 山
ウ

ム石少
｜」

JIノ ス 鉱鉱： ア l'r 露 ノ



＿，、 肪ノレ ーー ーー 各 ム ノ、 ノレ 等

蓋 止 芹共定達金海極 並 ノ

ミJ ス ケ 一一 量 ス tit ヨ メ 時 貴
製 ノレ野流 ジ JV ーー ブ 牲金

錬 ノ 金失得 コ 於 ノ、 僅 々麗

上設 山 ヶ ・之微幻TJ、ス ，、、 ト
、

特 b話 i皮 Jl〆 jJ 甚 JV ヲ ナ i品遁

一－・ ヲ ー フ タ 金除 JIン 底幣

留 ナ 晃 原 ス ノ・J; ノ 出 モ ニ局、
意 ジ鉱！ 因即 クー 質 ＝入 ノ 持f ーー、
ス タ 山 三／ チ 而牧 ／レ 、 着於、
，、、 JI〆 及其：賞 毛 ヲ コ 女日 ス プ

~ 屯 筑 量 l投製見 ト ク Jレ各、
::t 未後 ，，、 率錬 Jレ能其 ヲ 金

タ 鍛ー 全E長ヨ;. ノ 残 ーー ノ、 陶 見 山

タ ’之 山 通低津其 ヲT 汰 JV ヨ

月〆 ヲ ノ 一 ヨ？ 中 鍍 JV 物 ::t 

，、、 等製害1) ＿，、 ーー 石 ナ ノ

ジ 閑 錬以主 J、 中 リ 五 ア 附

ーー 所 J: ト 金 ノ 百 リ セ
ー寸

附 ーー 一， 、ン .＞、 金 グ ト フ

ス 於 建 プ 普 量 フ "A Lノ

3、ノ
プ セ 微通ニ 1. フ タ

所 J、 リ 主旧 試封 し乃一
毛 )V 

、
多鍍新 ナ 料 ジ 至鍍金
ミy 泥 ーー ノレ 百 プ 一石盤、 一寸 ー寸
斯 ノ 建金 グ九 ヨ？ 中 ヲ

ノ 流設 ノ フ 害1) ロ ノ 熔

女11 長 ジ鑑 よ‘ 以 グ合解
泥 L中－ 上

""'" 
ヲ タ フ 量 セ

五
二
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越
、’ε油 測寒器緒 後~『、 （ 

’ 「 ~司、 〆ーー、
井ー五 四 一 一 一 定暖械ー一 一 油、、』－ 、、，J 、、』－ 、－〆 、、~

内 ノ 計及言 目『 k 司h ' 

弁」泥 ～ 岩 岩“岩 五 五 企耳，／j ノ 担1]
’F ' '. . 
土 首1j1 語1jr j』1¥1 智智 果補完

． － 
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溢 l
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、度 十十 八 事E 競 皮

競 九 競 ヲF :1t 
．． ．． 調

司．『』 ． ． 

タiニ 競井 － ． ．． ． ． 査 I

チド ．． ． ．． 

.. ． ． 
． ． 

． ． ． － ． 
． ． 

.. ・．
． ・. .: ． － ． ． 

． ． － ． 
－ ． ． ． 
． ． ． ． ． ． 

． ．． ． ． ， 
ー．． ， ．． 

’ ． ． ． 
・．．ー． －．・ a' .・・・．．．・． ． ．

七 -・- ...L J ..... 白 .L. -'- 六五五五，、 、，、 ／、 ／、 ，、

五 九 八
J-
四 一 ニ九五ニ／、 一

頁 頁 頁 頁 頁 頁 頁頁頁頁



（ 

ー， 、『，，

－旬、

一一、、，，
（ 

一一一、ーJ

宮

川

第

二

十

九

競

井

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
．．．．
．．．．．．． 
，
 ．．．．．．．．．
．．．．．． 
七
六
頁

宮

川

第

三

十

、競井－－－－－－
p

・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・
・・・・
・・・・・・
・・・・・
・・・・・・・・・・七六

頁

石

油

田

産

油

額

入。
頁

五

智

第

七

競

井

七
七

頁

:1,, 

i

d

、

H

d

’
s－

j

！
i
l
 



一
1(; 均 或 地

越1昆 Y品 JV 球 リ ニ事週本、
後層 度 深表 鼓十士 日 年

〆 ヨ す 面 ユ九藤間四 i由
深 リ 以 ノ緒此 円 数油月 井サ 高 下 混 等ヨ 篤 井命
J、 当F ーー 度 前l リ 氏内 ヲ 内
地不 主主 J、言査 本ハ ノ ~又rr. 温
表易 ス 一 ノ 年 i山市 ιケ

度／晶 ノ Jレ年 結一井 皮越

度 f晶 時及 県月 内調後 調
盤皮 J、 一 ヲ 十温査 ーー 査
イと ヲ ~~： 章 私i 日度 一一 出
ノ 保 影夜 告 ユ調従張

振 持 響 ヲ ス至査事 シ 農

11癌 ス ヲ 週 ノlノ ノ ジ同 商
、 、

務地 主！”； 受期 十 潟タ 月

殻 内 ケ 二二 メ リ 九 技
、

師ノ 最 .A シ 日 越嚢 日

熱 01: ジ プ 間後ニ ヨ

傍 討を プ 市首 ~~：出明リ 河
導 ミ苛 ニi:. 調張治同

率面 ::=.. J主 査 ヲ 四二 村－
並 ヲ 地 t宮 、ー一 蝿十十

Ji ーー 1去3・表減 従託一九

其 i'.m目l 一 .A 事 セ年 日

熱居年ノV セ フ 十 ーー

容 間 モ フ ν 二至 一、
量 都 ノ 地 Lノ 同月 JV 

ゾ ス司ま ’下 タ 月 理 ニ、
一－一一ーーー



於方皮時 ヲ プ ，ス 坑 Jν 地地 一・． .:;.. ま日

方 ーー ノ 深増 J、 ，、、 内 す 下方及 ヨ 何、
ーー 現培 ヲT 五 ヨ？ 盟主 ス ？見 ノ ，、、 レ ーー

し一

プ 出加ニス 十 結井 一 度地 ノ、 ヨ
、

..＞、 ス ー 百 JV ！択果或於 ノ 質而本 リ

非 ／レ伴入者！万 ヲ ，，、 ケ ifill ーー ジ 多目 プ

常熱 フ 十合 至卒隠 ノレ メトι.._. ヨ ブ 、ーー 異

ーー 或深五 ナ 六均道銅 J、 リ 常於 ナ、
大 J、 サ 十 Jζ 等鍍西ア 温 プ ノV一 、
ナ 岩 ノ、 米 叉 択 Jレ ーー 坑暦多層ノ、 ごE

、町、ーー〆
ノν 石平 ーー 回 毎時就 内紀少以最 ノ

＝宝 ノ j今 ;;i]t 中 、ーーー ノ、 キ ー JG ノ 下小 ーー

盤四 ヨモ 官官 華深 プ 就ー差 ーー 根 ジ

ア 化十ア f~｝. 氏 サ 施 ヨE 千 ア 於室 プ、

ーー 七測士 一約行二子 七 リ プ ノ 官． 
件入定 ノ 度ニ -E 之百 ノ、 ..-1... 

プノ、、 、
フ 米 セ 東 換千 フ ヲ 四 混七大

熱ナ ブ 京 一E一Ci 択 I/ 施 ート 度米 石

等 リ v 帝 セ rm其行年 J、 ヨ 理、 一寸

ノ 然 タ 図 ..＞、 チ 数 》’ ゼF Ii恒 リ 事

女日 1ノ ノレ 大 約約銃 タ ユ／ 究最士

ヨモ 結皐三九 ーー JV サ 増大 ノ

局 モ 果構 十百数 ヲ ン カII 多調

部増 ー 内 米米百始 ヌ シ度査

ノ 温 ヨ ノ ーー rとr~ '--
其津ーー ト （ 

セ

熱宰 L〆 撃 千l ノ 達 シ ~ 増 ノ フ、 】...,, 

幌、ノ、 J、 チF 嬬所 セ 爾 Z’2 " ~Ji\l .:::. レ
（ ーー戸

ア 火揖誤lj 氏 リ 1’J’、： 、、弓ー〆 率十 タ、 、
JV 山 氏定 一 ア 内鉱ー ノ ，，、 一 ;t〆

一寸

地地 一蛍 度 リ 山 ア 其：米庭

五
四
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ノv ジ プ 内 v モ 掘 一一 ナ ーー ノレ ナ 然、
ナ 所井 ーー 故於多襲用 ヨr ノ、 疋叫玉, リ Lノ

、
ソ 一 内 重 一 ブ 少 中 ブ ーーー 井石是

品
、
此 プ 撹 斯其： fl~ ノ Fレ ア 内 ノ l〆 ！毛

茨 ノ、 持 セ ノ 深祥井 ヲ フ ；数温 液被

差 之 ノ -y- 女日 サ セ ーー 得 .A ケ 度鰻瞳fl 

ノ、 ヲ 1完 JV 占？ ノ フ ア サ ト 所 ト } ヲ

'flt 長 メ ，肉、、 井 地 ノレ Iレ 民主 ーー 正事｝合

気 時 被 jJ ー 層 、 ブ ヲ モ 栓確流有、
計 ｜悶 館 フ 於 フ ノ、 選 $；寒 ーー ノ セ

温 放 ノ ス ブ i司 以井 憾 一ー ヲ 一 ~ )V 

法 ーI玄E百： t』r~ 而 ~：，~ illlt プ 7]( ト 騒 ナ 致 メ チF
ーー ス 度 ~＂／ 度 i支 f民 J、 ス 井 シ セ 戸ヲ

ノ プ ヲ げ 以 サ 定 広iヨ ノレ ヲ 一， ーー

JV ごE 之 浪t説！J有 主卦 一 婦 プ JV ノ プ

:::r 1~ 一 .IE.，ヌF己－． ..7. 流撹 セ 事f ーー 深測
暖宝、｝ セ ノレ ノ 持 シ 流 基 斗！！＂ 定

或 計 ス J、 ン 結 セ ム ヲ 因 Jえ一
ノ、 J、 ノレ 最 王 果 フ JV 一 ..7. ア ノv、
寒 地 t也 高 4こ /V ナ 1ノ ノ 部是 ノレ 毛、
援 ）冒 居 寒 ノ、 ；と，，エ－ シ 叉 恐分 ヌ 液常

言十 ノ ノ 陵寒 寒 7' 可 mぞ ュ
ノ 異温 員十 I~量 ノ、 Jえ 援 JV J］二及 ノ 説

熱 ノ 度 ヲ 計長 JV ヲ ム 的 温差

容 温 ヨ ｛吏 ヲ.II寺 毛 垂 .n、 Jレ 小度 ヲ、
量 度 用 長 間 1；‘i 下 プ jJ ナ ノ 生

ヲ ヲ =f: ..7. 時 ヲ 1+ ーー 之如 フ fr!J ス

大 示上 ノレ 問 要－ 内 l祭 ヲ ヨ干
,, 
深 ノレ

' 一 す 昇 ヲ i由 ス 各 ミ／ 油方 、メ 司云

シ 、セ 以井 4、、．． 所 プ 井 t主 ‘ン‘Y ノ

」五
太



主主
七

ー寸
グ士 シ ヲ ノレ 測 ノ

、 井 v 下回 、 若
？ ノ ~ 生又潟定所 内 宇十 ノ JI/ ク、
セ 使其 ス 温 メ ス ーー ノ 度度調主II J、、, 用破 JI/ 度之ノV プ ［~ － ー 叉査ク 之
:/ セ 壊 ノ 昇 ヨ
L 

う3 ＞、 力第j ノ、 .::::. ナ ヲ

ヲ 三〆 ヲ 恐降 ？ 故約 J、 メ 同使 ・l! 二f~

装 ご毛 防 Lノ ノ 少 ーー 六水ノレ ニ用 JV 良

入 ノ ク ア 潟 シ今十深 ヲ 十 三J 装 i葺
" 

シ ニユ 1事 JV メ グ 回 気十以度 タ 宙：鵠
タ ジ メ ヲ 管直使！堅三ア ヨ ノl〆 ヲ ーー

ノV プ 4ー．こ 以 内径用 ノ 米二 リ 寒使 ニテ

毛 碕 ヲ ブ r合・ ヲ ノ 歴毎十零暖用被
ノ 子異之気大十 jJ － ー 分度計 ス 覆
数管鍬 ヲ ノ ーー 数 ア / 以 ，，、 jl/ ジ

f国 内筒避歴 -k f国 気一 上直 コ 長、
ヲ ヲ ーー ゲ fl ／レ ノ 此塵皮 四立 時

イ史排飯 y 増厚寒 ノ ヲ 迄十周等間

用気入 カ 減壁暖如増 日 五最 一 ヲ
セ -k シ 矯 γ ／ 計 キ カ11 誤I］度 高 ヨ 主主
リ ス タ メ 2毒硝 ーーー 大ス 五／ 叉寒 9 す

水 リ 管 ーー 子封歴 〆、、 得 ノ、 暖 ア レ〆、
銀此 内寒管 シ 力 ヨ？ ，、、 五計 之 ノ、

部外 ノ 暖 内 プ ノ う3 ~ 十 ーー ヲ 周

ーー 向定 計 ーー ＞、 下故 毛 皮 シ l!H 国
相曾気 ノ 之業 :::.. ーー ノ 迄 ブ ク ノ

戸歯.... ブ ヲ 刀三 ヲ 球於水 ナ ノ HW ヲ 温

ス 田 稀度 封 ヲ ブ 深 ヲ 度氏得度

ノレ 中薄 ーー 入保温六 盛零へ ヲ

所館ナ 設 シ 護度百 ヲ 度 シ 刀三

一．， I専 プ 差 タ ス ヲ 米 有 以 不 サ



業－ c B ｜柴 A 索 ノ ノ 回 リ 寒標 時寒
、、~

繋 J、 ノ 重結定 一．， 暖準 J、 暖

相； 容二正基怒錘 ヒ セ ヨ 計寒其：計
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第萱表五智第六競井内温度測定表

百三 度会補正
一度噌i品一米ii~ サ

7再 深サ 全遣を ニ釣スルエ判ス pレ
}J，~ （米）（米J喬号，t（撤兵）弘氏）（煽氏） 深サ米童文t曾f説数×J(戸

一
14 。

15 

J3 15 R8 J 2.7 12.!)9 
50 一一一 0.27 18.52 5.40 

J2 6E R7 12.8 12.Se 
50 l .. 38 日l.65 :J. !G 

I l llE Br> 15.l 14.44 
50 l.8C 26.88 ;L72 

10 165 B5 16.45 16.30 
50 0 85 58.82 l.70 

9 2If. Ag 17.JE 17 .lE 
50 ーー一一一一一． 

8 265 AS ?I4.2o ?14 .. 32 
50 

7 315 A7 う5.66 30.16 ~.8:! 
05 一6 Bf5 A6 
50 

も 415 ム4 2 ＇..＇ .~ 5 2:!.Rl 
50 

2.36 21.59 4.6:1 
4 465 A'.l :'5.00 ~5 .l 7 
一－ 50 一一
s 515 A2 
一一－ 5() 一一一 15.71 6.a7 。“ 565 A 1 ？~：＇. ~（ ?22.4:; 
ー一一 50 一一

・;4,1;;. :J4.72 

均 1 GOO 22.13 27.1 l 3.69 

測定時日表

日 天候1

巨
·~多》

明治4112 :n 午後 4 0 曇
一 一
／／／／  ，， 

II 4 ~0 

同胎乍 7 午前IO 30 7.'0 曇

／／ 〆I JO 50 

，；：・寒媛言十A.9.ノ、補正チ経サ Jレチ以テ其示度予直ニ全補正数
J所ニ記載セリ以下之ニ同ジ

シ 誤lj -l! 一寸
ワ

定 ') 
イ

ノ ヤ

総 ロ

果

，、、 プ

し一
！羽 ヲ

表 使

第 用

五 シ

表 業

一ー ノ

汚言 降

フ、 下

グJ 及

ま日 号i
JI 揚

之 一， 

ヲ ノ、

世i t克
線 山

一 用

ブ ノ
一寸

方三 三£．

’k 
ン 11;6

ノ、 ヂ

！手I γ 

しー
脳i ヲ

ノ 以

まIi' 7 



’4 

第或表 五智第七競井内温度測定表

示度全＼t露補正表金（矯兵差） 数一針米λ；－；レ1橋0:演｜｜ （掻氏） .11;) 

ーーーーーーーーー－

一1:1.25 l:U¥2 
2.0 ：~ i:G.49 ~.77 

l'5.35 15.:J.5 
2.40 21.SG 

4.5-1 
. 10 14¥l.'.{7 AO‘ l7.G5 17.75 

51ふ7 一 一 1.16 44.4G 
2.25, 

!) A..1 18.85 18.¥H 
51A7 一一一 2.49 20,67 4.84 

8 

ド竺｜
:<!1.2) 21.40 

52.05 :uo JG.;9 5.00 
7 :304.46 I BG 24.85 24.50 

5'.?.20 2.17 2~.0G 4.16 。 Sl 27.00 ~IJ . 67 
50.74 一 l.88 ~W.!)9 3.11 。l 仰·~ r B5. 28.fi5 28.55 
54.06 一 2.'.!l 2HG 4.0¥t 

4 i 日1.05 30.7G 
52.18 2.02 25.8:3 ;;,37 

:{ ES 32.15 32.78 
52.03 2.30 22.62 4.43 

2 5G5.G7 BO 35.45 3.rns 

一一一一I40 gg一一一一一一一 16ti 24 G!l 4.05 
1 G06.GG R7 36.30 36.74 

: I 563.54 23.42 24.0G 4.16 
．』..，『『 ・' 

測 定 時 日表

年 月日 青島 外混天候
（嬢氏）

セ
始 明治4Z 与 10 I午後 17.'0 H青

F年 一
車色

／／ II II i II G 42 l'-1.00 
金古

，， 
5 川 午前 5 10 l!'l,oi) 雨

ヲ！
揚ti II II I II G :l 車生

／／ 13.00 



第奉表岩利1第一O入競井内組度測定表

冬唆計
一度増湿 一米深サニ

香~））／， 深サ（米）全差（米） 全示皮全特，iI.数 金差 ユ釣フ、 1レ針スlレ増混
得 税 深サ米数数×102.

一 一 一
14 。
一 25.26 

13 25.26 A3 1~：2 () l~.35 

:;il.57 一 2.20 23.44 4.27 

12 76.~3 A8 1 4 .4 ~ 14.55 
5l.47 一一 2.'27 22.67 4.4l 

11 128.30 A9 lti.82 1・>.82 

一 52.05 一 一一 0.86 59.15 1.69 

10 180.35 AI 17.57 17.円8
52.rn 一 一 一 4.27 12.~2 8.18 

9 2:3!,55 AO 21.85 2195 
50.84 1.03 49.36 2.03 

8 2づ.l.39 A4 22.リ2 22.98 

一 32.18 一 3.67 56.76 J.7G 

’t － 31557 B5 :lS."15 28.65 
53.50 b.07 

6 337.45 BS :l8 35 ? 28.37 lfl.74 

31.62 

5 369.07 E3 31.65 31.36 
20.56 一 1.41 J4.58 I G.86 

4 33g,53 Bl 33.15 32.17. 
三0.84 1:70 12.26 S.16 

3 410.47 B7 34.C5 34.47 

一 31.19 一 1.00 31.l2 3.21 
2 441.66 Bli 35.65 35.47 

一一 51.99 3.22 15.84 6.32 
1 4()2.65 BO 3~ . 1 0 38.60 

一 一 一 一
下均 467.39 26 34 ]7.74 5.64 

測定 H寺臼表

年 月 日 日差
外 i.llt
（路氏J

主色 明治42 。15 午後 5噌 05: 19.'3 七

終 t ・ ／／ ，， ，， 
II 5 5ヲ 18.'5 

引 揚j主古
／／ 5 21 午前 5 8 11.'5 小雨

終
，， ／／ ／／ ，， 6 4 13.'0 
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第四表岩紳第九九競井内温度測定数

当事興計全if¥度全補正数
全（誠氏差） 
一度増混一米深サ二

密扱 深サ（米）全差（米）
番 5虎（撮氏J（滋氏J ＝針ス Iレ世tス，＇！鞠

深サ米数紋×10

一。 。
13.24 一υ 戸 l:l.24 B6 13.65 12.95 
5"4.06 l.94 27.87 35.9 

4 67唱30 B5 15.05 14.89 
5~.1s · 一 3.04 17.Hi 5.83 

3 119.48 81 18.15 17.9:1 

一 52.03 一 2.53 20.57 4.SG 
~ 171.51 88 20.75 20.4日

一 50.99 2.84 17 .% 5.57 
1 222.50 B7 23.00 23.30 

一
平均 209.26 J0.85 20.22 4.~5 

測定時日表

七

外湿
天候年 吾可（誠氏）

雨後

II II 7 18 13.'8 H青

〆〆 後 515 16.'5 E青

II II 5 44 116.'5 

明事，，....，，.てア コ「1τ 、ー 一一宇治一一‘町一...＞ 喝…一一 一

、
同
司
掴

q
z
司，、、：
d

，



密f虎

9 

8 

7 
,_ 

6 

。
4 

3 

2 

1 

平均

d’ーh 『i ，『司、，，』』

第五表 岩紳第九O競井内温度測定表

寒暖計・全・示度全i南正数
全（掻氏差） 
-J者増濡 一米；梁サユ

深サ（米）会＇＆.（米）
書~ f戊（撮氏）（嬢氏） ＝釣ス yレ動ス yレ増f息

；奈サ米数数 ×iしれ

。
2 I .li7 

2!.G7 AS 10.：＞与 J0.4l 

一 50.00 2.79 Ji.n 
5.58 71.67 A4 13.J .) Vl.20 

一 50.00 一 Vl5 ~ 21.2店
4. ~0 J21.G7 Al 15.4.j 15.55 

5'.J.00 1.47 34.01 
2.94 17 1.67 A:¥ 16.!)0 17.02 

50.00 2.8~ 17.67 5.G6' 221.67 All 19.85 19.85 
50.00 一 2.00 25.00 

4.00 271.67 AO 21.75 21.85 
50.00 4.91 10.18 

!l.82・ 321.67 BS ~6./.j 26.76 
50.00 2.51 l!l.92 5.02 ::/I .G7 Bυ 2!J./O 29.27 

一 一
350.00 18.86 JS.54 5.39 

調リ 定 i侍 日 表

｜年 ｜

F年
終 II I II 7 0 山

ヲl
始 lII 午後 6 2:1 1.5.'9司
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